






































































































































































































1955 年 6 月 3 日，対韓関係を優先する外務省
アジア局は，当面は日朝貿易を認めないと正式
に決定した（注5）。
























以降に相次いだ。そこで，外務省は 10 月 21 日
の幹部会で「従来の方針通り北鮮との一切の取
引を認めない」との態度を確認し，他省に通達
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この日朝貿易を禁止できなかった。同年 9 月

















































































































1957 年に年間で約 400 万ドルを記録した日



































































































































10 月 12 日，伊関佑二郎外務省アジア局長と柳
泰夏駐日韓国代表部大使が非公式に会談し，韓













1959 年 6 月 25 日，中断を続ける日韓貿易と
は対照的に，標準決済規則の盲点を突いた第三
































































































































































































































































































































































































































































すなわち，1960 年 10 月 16 日，第一通商は銑












































で約 1.8 倍，仲介輸出も含めると約 2.7 倍に伸
びた［宮原1964,7］。
ところで，アメリカと韓国は日朝間の直接輸














定義されている。そして，1950 年 6 月 25 日の
国連安保理決議は国連全加盟国に対し，北朝鮮
への援助を控えるよう求めている。また，1951
















































































































































管理面では，1961 年 4 月に改正された輸出貿
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んだ。6 月 16 日，北朝鮮から茂山鉄鉱石を年
間 20 万トンないし 50 万トン輸入するという業













































初の契約でも懸案となった。1961 年 5 月，東
工物産と朝鮮金剛協同貿易商社との間で総額
26 万ドルの中波放送設備の対北朝鮮輸出契約
























































しかし，外務省は「1955 年 10 月の次官会議
申合せ事項（北鮮との貿易その他の接触は行なは
ない），ならびに当時の日韓関係をも顧慮し」


































































































































































































































引額は前年比 1.6 倍の約 53 億円となり，さら































える。たとえば，1950 年代の 2 度にわたる日
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1955 年 8 月，E’.2.5.6.2.
（注 7）アジア局第一課「北鮮との漁業，貿易
協定問題に関する経緯」1956 年 9 月 3 日，2010-
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（注 10）同上。
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（注 14）「日朝貿易協定」1957 年 9 月 27 日，
E’.2.5.6.2.
（注 15）ア一課「日朝貿易に関し日朝協会長

















取引実績』について」1960 年 3 月 3 日，2010-
4106.
（注 23）北東アジア課「日韓貿易の現状」1959
年 6 月 19 日，2010-4106.
（注 24）経ア「日韓貿易の両国経済に及ぼす
影響」1959 年 6 月 11 日，2010-4106.
（注 25）（経，通）武藤「煉豆炭用無煙炭の北
鮮乃至南鮮（韓国）からの輸入に関する件」
1959 年 9 月 14 日，E’.2.5.6.2.
（注 26）北東アジア課「朝鮮産無煙炭輸入に










（注 34）「第 34 回国会衆議院大蔵委員会議録
第 5号」1960 年 2 月 24 日。
（注 35）日朝貿易会「日朝貿易正常化に関す







の輸入に関する件」1961 年 6 月 16 日，E’.2.5.6.2.
（注 38）川瀬一貫「鉛精鉱の標準外決済の輸










1960 年 6 月 13 日，2010-4106.
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1961 年 4 月 7 日，E’.2.5.6.2.
（注 55）KOREANMISSION IN JAPAN








則について」1962 年 8 月 23 日，2010-4106.
（注 59）相川理一郎「朝鮮民主主義人民共和
国との決済に関する陳情書――標準決済規則別














の輸入について」1961 年 8 月 25 日，E’.2.5.6.2.
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省通報の件」1962 年 7 月 27 日，E’.2.5.6.2.
（注 76）北東アジア課「対北鮮貿易の手続規
則について」1962 年 8 月 23 日，2010-4106.







則改正について」1962 年 9 月 5 日，2010-4106.
（注 79）経済局東西通商課「対北鮮貿易措置




（注 82）「第 41 回国会衆議院外務委員会議録




措置に関する件」1962 年 9 月 10 日，E’.2.5.6.2.
（注 85）同上。
（注 86）経済局「対北鮮貿易措置改正に関す
る件」1962 年 9 月 22 日，E’.2.5.6.2。
（注 87）外務省アジア局北東アジア課「日韓
会談問題別経緯（4）（一般請求権問題）（その 2）」

























見通し」10 月 12 日．
李燦雨2002．「日朝経済協力の方案」（8月）（2020














































貿易 40 年秘話―」『中央公論』111（6）（5 月）
92-108．
『読売新聞』1959a．「日韓貿易再開を否定韓国外務
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신정화［辛貞和］2004．『일본의대북정책1945 ～
1992년』［日本の対北政策1945 ～ 1992 年］
도서출판오름［図書出版オルム］．
（一橋大学大学院法学研究科法学・国際関係専
攻博士後期課程，2020 年 10 月 1 日受領，2021
年 1 月 15 日レフェリーの審査を経て掲載決定）
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Abstract
How did Japan–North Korea Trade Develop during 
Negotiations for Normalization of Diplomatic Rela-
tions between Japan and the Republic of Korea? 
Focusing on the Japanese Government’s Decision 
Making
Kei Tani
　　The aim of this paper is to clarify factors that led to the expansion of Japan–North Korea trade in 
the early 1960s during the negotiations for normalization of diplomatic relations between Japan and 
the Republic of Korea. The development process of Japan–North Korea trade is investigated using 
historical materials from the Diplomatic Archives of the Ministry of Foreign Affairs (MOFA) of Ja-
pan. Previous research indicates that Japan–North Korea trade was gradually institutionalized as a re-
sult of conflict between the Japanese government and the business world. This paper focuses on inter-
agency conflict within the Japanese government, which had been assumed to function as a single 
actor, and makes the case that the Ministry of International Trade and Industry (MITI) and the Minis-
try of Finance (MOF) played an important role in institutionalizing Japan–North Korea trade. Japan’s 
policy toward the Korean Peninsula included not only the “Cold War logic” of MOFA, which intend-
ed to prioritize the Republic of Korea but also the “economic logic” of MITI, MOF, and the business 
world, which sought to expand economic relations with North Korea. Then, due to the stalling of ne-
gotiations for normalization of diplomatic relations between Japan and the Republic of Korea, the 
“economic logic” faction became dominant over the “Cold War logic” faction within the Japanese 
government. Therefore, Japan–North Korea trade continued to develop even during the Cold War in 
East Asia.
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